
令和2年度の予算審議（2月議会）に向け、引き続き全力で取り組んでまいります。2月議会に向けて

2月
発行：神戸市会事務局
〒650-8570 神戸市中央区加納町6-5-1
☎（078）322-5853 FAX（078）322-6170
■神戸市会だよりは年4回発行します。
　（次回は5月号）

神戸市広報印刷物登録 平成31年度第26号-4
（広報印刷物規格 A-1類）

広報紙KOBEより抜き出してお読みください。

No. 　

204
2020年
令和2年

神戸市会だより
ホームページでは神戸市会の最新情報をご覧いただけます。　 検 索神戸市会

（区ごとに50音順）

令和2年2月議会の開会によせて令和2年2月議会の開会によせて

2月18日から開会する2月議会は、令和2年度の予算案を審議する重要な議会です。

子育て・教育施策の充実や市民福祉の向上など、市民の皆様の暮らしをさらに良くし

ていくとともに、神戸経済の発展や新たなまちづくりなどにより神戸の新たな未来を

切り開くため、市会議員の幅広い見地と、多角的な視点による活発な議論を通して、提

案された内容を厳正に審査してまいります。

昨年から問題となっている東須磨小学校での教員間のハラスメント事案、市の外郭団体「神戸新交通」における労

働組合役員への不適正支出などの不祥事など問題のあった事案や、須磨海浜水族園の再整備計画など重要な案件

について、徹底的に議論してまいりました。引き続き行政の監視機関としての役割を果たしてまいります。

また、神戸市会は、議会独自の政策立案、政策提言を積極的に行っており、昨年は、「神戸市こどもを虐待から守る

条例」「おいしい神戸農水産物等の活用の推進に関する条例」などの条例が議員提案により可決・成立いたしました。

今年の1月17日、震災25年を迎えましたが、復興の時期を経て、神戸をさらに発展させていくため、今後も市民の

皆様の負託にこたえるよう全力で取り組んでまいります。
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産業・交通
高齢者の社会参加支援� 公 堂下議員

Q高齢者の社会参加支援のため、介護予防のニー
ズの高い地域を実態把握し優先的につどいの場を
設置するとともに、専門職の派遣が広く行われるよ
う制度を見直すべきである。また、高齢者の一層の
社会参加支援と担い手確保のため、ボランティアポ
イントを導入しICカードで管理する仕組みを検討で
きないか。
A高齢者のつどいの場を運営する団体への補助制
度を見直すとともに、地域の健康課題に応じた専門
職の派遣を検討していきたい。ボランティアの確保
に有効と思われるボランティアポイントの導入につ
いても、積極的に検討していきたい。

生活保護の不正受給対策� 維 川口議員

Q受給者と接点の多いケースワーカーによる不正
受給発見につながるように、保護業務へICT技術を
導入し業務を効率化するなど、対策を講じるべきで
はないか。
A生活保護制度が変更されるたびに業務量が年々
増大・複雑化する中、紙を中心とする業務が主体で
あったなど業務量に見合った効率化が図れておら

ず、ICT化による業務改革は課題であると認識してい
る。生活保護制度を適切に運用するためケースワー
カーによる実態把握が重要であり、タブレット端末
を携帯した訪問調査活動を速やかに実施するなど、
ICT化を推進しケースワーカーの負担軽減に取り組
む。

障がい者施設の事故対応� こ 川内議員

Q障がい者支援施設で起きた事故について、施設
が適切な事故対応や報告を怠った事例があった。知
的障害者などの弱い立場の人がこのような不利益
を被ることがあってはならない。再発防止のため、
事故後の対応が適正に行われるよう徹底すべきと考
えるがどうか。
A本市では、事故報告マニュアルにおいて、施設で
の事故発生時はその内容などを本市に報告すること
を規定しており、報告内容や対応、再発防止策が不
十分な場合は、適切に対応するよう指導している。今
後、不適切な事案が起こらないよう、各施設にマニュ
アルに基づく対応を周知徹底してまいりたい。

生活困窮者の自立支援事業拡充
� つ 高橋（ひ）議員

Q生活困窮に陥っている相談者を適切な支援窓口
へつなげられるよう、生活困窮者自立支援事業につ

いて、暮らしに関わる全ての担当職員を対象とした
研修が必要である。また、相談者の課題を関係者で
共有するための「つなぐシート」を導入し、連携ツー
ルとして活用してはどうか。
A情報共有のツールの活用は有効とは考えるが、
まずは、各種相談窓口が相談者の抱えている状況を
把握し、適切な窓口に案内することが肝要である。相
談者の個別事案に応じた対応が実現するよう、担当
者会議などあらゆる機会を通じて制度を周知し、職
員の意識啓発に取り組んでまいりたい。

敬老優待乗車制度の見直しへの対応
� 国 前島議員

Q敬老優待乗車制度の見直し案では無料乗車券
の廃止や近郊区における上限の撤廃が示されてお
り、現行の2～3倍程度に負担がふえる路線もある。
区民の社会参加の足が奪われてしまうことがないよ
う、一定の上限額を定め、その範囲内で小児料金化
（約半額負担）にすべきではないか。
A本市としては制度を長期的に維持することを第
一に考え、バス近郊区での上限設定を廃止し、すべ
て小児料金としたいと考えている。また、見直しにあ
わせて、敬老パスの目的でもある社会参加の促進に
ついて、より身近な場所での社会参加を促す施策も
充実させてまいりたい。

本会議での一般質問から本会議での一般質問から
12月5日・12月6日の本会議では、一般質問が行われました。その主な内容をご紹介12月5日・12月6日の本会議では、一般質問が行われました。その主な内容をご紹介
します。（一般質問の録画映像は神戸市会ホームページでご覧いただけます。）します。（一般質問の録画映像は神戸市会ホームページでご覧いただけます。）
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まちづくり

新長田駅前広場とピフレ新長田
� 自 平井議員

Q新長田駅前広場をバスロータリーとして再整備
し、地域活性化に繋げようとしているが、ピフレ新長
田ではテナント誘致が進んでいない。水回り設備な
どの問題があると聞いているが、施設改修や2階へ
の歩道橋接続など早急に魅力づくりに取り組むべき
ではないか。
A空き区画解消のため、設備改修やレイアウト変更
などをビルの区分所有者の意見を聞きながら一緒
に検討していく。新長田一帯の回遊性向上のために
は、東急プラザ2階からピフレ新長田2階への歩道橋
の接続に加え、新長田駅までの接続も考慮すべきと
考えており、地域のご意見を伺いながら検討を進め
る。

西神中央駅前の歩行者動線� 自 山下議員

Q現在整備が進む西区新庁舎は、子育て世帯、高
齢者、障害のある方などさまざまな市民の皆様の利
用が想定され、快適で安全な歩行者動線の整備が
必要である。キャノピー（屋根）の設置など、西区新
庁舎周辺の動線整備についてどのように準備を進
めていくのか。
A西区新庁舎開設にあわせ、駅周辺のまちづくり
を今後、一体的に進めていくことが必要であり、歩行
者動線確保の観点から、夜間照明やキャノピー、エレ

ベーターの新設などのバリアフリー対応に加え、動
線上にあるパークアベニューやプレンティ広場など
のリニューアルを本格的に実施していきたい。

「そごう西神店」撤退後のまちづくり
� 自 山下議員

Q「そごう西神店」撤退の発表を受け、今後のまち
づくりや雇用への影響を心配する住民の声を数多く
いただいている。撤退後どのような施設を誘致する
か、西神中央エリア全体のまちづくりの観点からコ
ンセプトを示すべきではないか。
A「そごう」撤退後の施設は商業施設を中心とした
利用が望ましいと考える。事業者からも駅前直結の
立地でありポテンシャルがあるとの評価を得ており、
関係部局が一体となって複数の百貨店やディベロッ
パーなどにヒアリングを行い、出店の可能性をあ
たっている。民間コンサルの力も借り、戦略的なテナ
ント募集に全力で取り組みたい。

摩耶山の活性化� 自 吉田（健）議員

Q地元の裏山として愛される摩耶山上の再整備が
検討されていると聞くが、魅力の向上と観光誘客の
促進を両輪として、地元の声を聞きながら進める必
要がある。夜間も含めた都心からのアクセス向上
と、山上全体の再整備を一体的に検討すべきと考え
るがどうか。
A地元の方々の積極的な活動のもと、豊かな自然
と歴史・文化の調和した摩耶山の魅力が保たれてお
り、今後の再整備も連携して検討を進めたい。また、

まやビューラインや三宮・新神戸から山の麓に至る
急行バスの利用状況の検証を行った上で、夜間も含
めたアクセス向上について再整備の中で検討してい
きたい。

そごう西神店の撤退� 共 林議員

Qそごう西神店の撤退表明は地元に衝撃を与えて
いる。神戸の西の拠点である西神中央駅前の活性
化のためにも、そごう西神店に対して撤退の撤回を
迫るべきではないか。また減額してきた賃料の返還
や撤退あとの提案を求めるなど強い立場で臨み、そ
の上でまちづくりをどうしていくかについて考える
べきではないか。
Aそごう西神店撤退に関し我々に課せられた任務
は、西神中央駅前にふさわしい後継テナントを早期
に誘致することであると考えており、地域の活性化
が重要であるという観点で、関係部署と十分に連携
を図りながら、全力で取り組んでいきたい。

神戸の閉塞感の打破� 維 辻議員

Q近年神戸市では、組織風土に起因
する不祥事が相次いでいる。その一つ
として、神戸新交通はいまだにお役所
的な組織風土で、株式会社としてある
べき「お客様目線」の意識が不足して
いる。組織風土を抜本的に改革するた
め、市の関与を段階的に引き下げ、完
全民営化を目指すなど思い切った施策
が必要ではないか。
A今後も民間の柔軟な発想やノウハ
ウを経営に取り入れ、「お客様目線」の
意識をさらに組織に根付かせていく。ま
た、市の重要政策を支える公共交通機
関であり、市が株主という立場で経営
に関与する必要と考えるため、完全民
営化は慎重に判断したい。

水素スマートシティ神戸構想の
取り組み� こ 池田議員

Q水素の活用について、民間事業者
の動きが具体化している中、「水素ス
マートシティ神戸構想」を掲げる神戸
市も、水素ステーションの整備や量産
型燃料電池バスの導入など、具体的な
取り組みを進めるべきと考えるがどう
か。
A本市が掲げる「水素スマートシティ
神戸構想」においては、先駆的な実証
事業と併せて、目に見える取り組みも
大事であると考えている。新たな水素
ステーションの誘致や燃料電池バスの
早期の導入についても必要であると認
識しており、費用と効果を見極めながら
関係者と協議する中で可能性を模索し
ていきたい。

北神急行市営化に伴う市バス62
系統の新設と64系統の減便
� 無 上原議員

Q谷上行き62系統新設に伴い64系
統が減便されると聞いているが、64系
統の利用者に聞くと、99％の人が「62

系統ができても64系統に乗り続ける」
と回答した。これほどの住民ニーズを
見ても、64系統を減便するのか。
A地域のご意見を伺いながら、さらに
具体的な検討を進め、令和2年1月末頃
には運行計画案を示したい。新路線運
行開始後も、一定期間経過後、利用実
態やお客様のご意見を改めて伺い、必
要に応じて見直しを検討したい。

神戸港の人材育成� 無 村上議員

Q神戸・みなと体験として、小中学生
向けに客船見学会などを開催している
が、神戸港の強みと歴史をつくり、大量
の雇用と富を生み出しているのは貨物
船であると思っている。荷役作業を含
め貨物船を見学する機会を充実させる
べきではないか。
A神戸・みなと体験としては、これまで
コンテナターミナルや荷役作業の見学
がほとんどなかったのが実状であり、今
後事業者の協力を得ながら内容を見直
していきたい。

教育・こども
中学校給食のあり方
� 自 吉田（健）議員

Q中学校給食は全員喫食を基本とし
ているが、利用率は30%台と極めて低
い状況である。給食の質の向上を再検
討した上で、給食は教育の一環という
原点に立ち返り、真の全員喫食への切
り替えを検討すべきと考えるがどうか。
A中学生の望ましい食生活、食習慣の
形成を図り食育を推進する観点から全
員喫食が目指すべき姿と考えている。
温かいメニューやデザートの回数増
加、主食の充実など献立内容の充実を
検討するとともに、安全・安心・安定的に
給食が提供できるよう、民間活力の活
用も念頭に中学校給食のさらなる魅力
化を検討する中で全員喫食の実現も
検討していく。

子どもの貧困問題� 公 軒原議員

Q子どもの7人に1人が貧困状態にあ
ると言われており、子どもの貧困対策
を総合的に推進することを目的に、平
成25年に「子どもの貧困対策の推進に
関する法律」が定められた。子どもが夢
を諦めることなく目標に向かって進ん
でいけるようきめ細かな支援を行うた
め、神戸市においても子どもの貧困調

査を行い、実態を把握すべきと考える
がどうか。
A国においては、来年度「子どもの貧
困に関する実態調査」を実施すること
が検討されており、その際初めて共通
の調査項目が示される予定である。こ
の動きを注視しながら本市でも実態調
査について検討してまいりたい。

教員採用時の選考基準の公表
� 公 堂下議員

Q開かれた学校が求められる中、学校
教育の根幹を支える教員の採用につい
て、神戸市では配点や選考基準を公表
していないため、基準が公正妥当なの
か検証・議論できない。採用選考の透
明性を一層高め、優秀な人材を確保す
るためにも、選考基準を公表すべきで
はないか。
A全都道府県・指定都市の約8割が配
点や判断基準などを公表している。選
考基準の公表により、求める資質や能
力を備えた人材とのマッチングが期待
でき、志願者にあらかじめ求める資質、
能力を高める機会を提供できる。公表
内容や最適な選考基準等について具
体的に検討を進めてまいりたい。

東須磨小学校の支援体制
� 共 山本（じ）議員

Q学校再生のため大切な支援体制

が、新卒の常勤講師の配置では負担が
大きく、正規の教員や副担任の配置と
いったサポートが必要ではないか。ま
た、教員や児童・保護者、地域関係者の
意見や不安の声に耳を傾け、学童保育
や児童館などへも説明や情報共有して
いくべきではないか。
A常勤講師が新たに担任となったクラ
スでは更に1名の常勤講師と事務局か
ら派遣した教員経験者が複数指導に当
たっており、今後も強力にサポートして
いく必要があると考えている。また学
童保育や児童館など関係者への説明・
情報共有についてもしっかりと取り組
んでいきたい。

教育委員会組織の信頼関係
� 無 平野（章）議員

Q11月29日に行財政局長が校長な
どの期末手当増額を見送る条例につ
いて、遡及するため何ら不利益は生じ
ないと発言したが、それはパフォーマ
ンスである。遡及することを内部で協
議したのではないか。教員籍との信頼
関係がなくなるので、まず信頼関係を
作ってほしい。
Aそこまでの話をした記憶はない。一
般的には遡及して改定を行うことは可
能であるが、今後の信頼回復などの取
り組みを踏まえ判断されるべきと考え
る。

無 無所属・・・・平野章三
� 上原みなみ
	 村上立真

摩耶山からの夜景
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◆議員提出議案
◉神戸市がん対策推進条例の一部を

改正する条例
市はがん患者の就労に関する啓発
活動、治療と就労の両立についての
相談体制の整備など、がん患者の就
労に関する必要な支援をするよう
努めるという規定を追加し、がん患
者が日々の生活を送る上で必要と
なる継続就労、職場復帰、新規就労
などの支援を強化します。

◆令和元年度補正予算（11月補正予算）
国費を活用したマイナンバーカー

ド交付円滑化事業を推進するととも
に、公共工事の発注・施工時期の平準
化などを図ります。
◉内容

マイナンバーカード交付円滑化事
業として、土日に申請受付・交付が
可能なサテライトの設置など
・場所：神戸交通センタービル
・開設：令和2年3月予定
 （5,200万円）

◆指定管理者の指定の件
神戸市立須磨海浜水族園や神戸総合
運動公園などの施設の指定管理者を
指定しました。
・神戸市立須磨海浜水族園
 株式会社グランビスタホテル＆リ
ゾート

 （指定期間 令和2年4月1日～令和5
年5月31日）

・神戸総合運動公園
 公益財団法人神戸市公園緑化協会
 （指定期間 令和2年4月1日～令和7年
3月31日）

可決した主な議案可決した主な議案

令和元年度神戸市一般
会計補正予算などを可決
令和元年第2回定例市会11月議会が11月27日から12月6日ま

で開かれ、令和元年度補正予算・条例改正などの議案の審議などが
行われました（市長提出26件、議員提出2件、合計28件）。

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

◦神戸市会は2会期制となっています。各会期においては、
2回の集中審議期間を設けています。

◦市会開会期間以外でも、6つの常任委員会、特別委員会な
どは、必要に応じて開催します。

11月27日
●元年度補正予算などの議案の提案・

質疑
●議員提出議案の提案・採決

本  

会  

議

12月4日
●元年度補正予算などの議案の討論・

採決
●請願の討論・採決

本
　
会
　
議

12月5・6日
●一般質問　 2・3面でご紹介

●閉会

本
会
議

11月28日・11月29日
●元年度補正予算などの議案および請

願・陳情の審査

常
任
委
員
会

令和元年 第2回定例市会
〔11月議会〕の動き

       今年の市会会期予定

前期集中前期集中
審議期間審議期間
（2月議会）（2月議会）

前期集中前期集中
審議期間審議期間
（9月議会）（9月議会）

後期集中審議期間後期集中審議期間
（6月議会）（6月議会）

後期集中審議期間後期集中審議期間
（11月議会）（11月議会）

第
1
回
定
例
市
会

第
2
回
定
例
市
会

予算特別予算特別
委員会委員会

決算特別決算特別
委員会委員会

令和2年第1回定例市会（2月議会）について
令和2年2月18日（金）から3月31日（火）の予定です。

市会を傍聴してみませんか
　本会議、常任委員会、特別委員会を傍聴いただ
けます。当日、開会予定時刻の1時間前から市役
所1号館25階の傍聴受付で行います。
　いずれも事前申し込みは不要で、先着順です。
傍聴定員は本会議140名（うち、4席は車椅子
席）、委員会40名です。
　日程や内容は神戸市会のホームページをご確
認ください。ぜひ一度、傍聴にお越しください。

Facebookで市会の情報を
お届けしています
　本会議や委員会の開催状況や、正副議長の動
きなど、最新の話題をタイムリーに情報発信し
ています。ぜひご活用ください。

市会の詳しい情報は、神戸市会のホームペー
ジをご覧ください。

検 索神戸市会 中継

神戸市立須磨海浜水族園

神戸市会の本会議場


	市会204_01-04_04
	市会204_02-03_04

